
4 　 A =

(
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c d

)
を ad− bc = 1をみたす行列とする (a，b，c，dは実数)．自然数 n

に対して平面上の点 Pn(xn, yn)を
(
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)
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により定める．
−−→
OP1 と

−−→
OP2 の長さが 1のとき，すべての nに対して

−−→
OPn の長さが 1で

あることを示せ．ここで O は原点である．


